
 
 
 
 
 
サッカー部保護者の皆様、ＯＢの皆様、日頃より本校サッカー部の活動にご理解とご協

力を賜りまして、感謝申し上げます。 

 
10 月 25 日（日）、米沢工業高校グラウンドにて高校サッカー選手権山形県大会の 2回戦

山形東―米沢工業戦が行われました。山東は初戦シードのため、1 回戦を飛ばして 25 日か

ら参戦。対戦相手は県新人も準決勝で当たった米沢工業。1回戦は新庄南高校を大差で一蹴

している。当然 3 年生が残っており、この大会が高校サッカー生活の最後になる選手もい

る。山東はケガ人がいたり体調不良の者がいたり出場停止の者1がいたり、万全の状態とは

いえないものの、この試合の一番の敵はそんなことではなく、負ければ引退という覚悟で

来る相手選手たちの気迫に後手を踏むこと。2 月 4日～6日に行われる東北新人（前号で 1

月 28 日～30 日とありましたが誤りでしたのでご注意を）に出場する山東が新人チームで

臨むとはいえ選手権で 1勝もできないのは情けない、是が非でも勝利を勝ち取りたい。 

試合が開始されると米工の気迫が球際での厳しさにつながり、山東サイドでのプレーが

多い立ち上がりとなる。危惧していたことだが、この一戦にかける米工の気迫に押され気

味になる山東。特に山東ＳＢ（サイドバック）とＣＤＦ（センターバック）との間に中盤

の選手が走り込み、山東ディフェンスを混乱に陥れることたびたび。これをされると、最

終ラインにいるバックの選手が（自分のマークを捨てて）オーバーラップをかけた相手Ｍ

Ｆにプレッシャーをかけたらよいのか、味方ＭＦが頑張って下がって対応したらよいのか、

判断に迷いが生まれるので、対応が難しい。ただ徐々に山東の時間も多くなってきて、守

備も安定し始める。こういうとき、均衡を破る先制点が何よりチームにゆとりを与えるの

だが、そんなにうまくは行かないだろうと思っていると・・・前半 15 分、こぼれ球をＭＦ

ゴメが右足で振りぬくとボールはＧＫの頭上を越えて、ネットを揺らし山東先制。ゴメは

県新人でもミドルシュートを左で突き刺したが、今度は右で突き刺す。練習ではお目にか

からないシュートだけに「まぐれだろう」と言いたいとこだが、こう連続して決められる

と、ミドルシュートのゴメなのか。その後も米工の縦に早い攻撃を、リョウと、当日 37 度

5 分ありましたが強行出場した／させたヒロのＣＤＦコンビがしっかり跳ね返し、優勢に試

合を進める。すると先制からほどなくして、先ほどよりもさらに遠いところからボランチ

のケンがミドルシュート。ケンはＧＫが前に出ていたのをしっかり確認していたのでしょ

う、少し浮いたボールを右足でアウト回転をかけて蹴られたボールは「うなりを上げて」

という表現がぴったりのものすごいロングシュート（推定 35ｍ）となり、必死のセービン

グを試みるＧＫの頭上を越え、ゴール右上隅に決まる追加点となる。ぜひ米工ＧＫのセー

                                                  
1 県新人決勝で退場となった選手は次の公式戦 1試合が出場停止という措置なので、選手権 1回戦がこ
の措置を消化する試合となりました。 
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ビングを山形東サッカーＯＢ会ＨＰで確認していただきたいのですが、必死のジャンプも

届かないものすごいシュートでした。「まぐれのシュート（？）」が二つも決まり、そんな

に押せ押せでないにもかかわらず２－０で前半終了。内容は別としても得点だけ入る展開

に持ち込む力は、結果を安定して残すためには大変必要なことでしょう。ともかく結果が

何より重要な公式戦でこの展開は、願ったり叶ったり。 

後半は、前半にイエローカードをもらったカルを下げ、センドウを投入。左ＭＦで先発

したマンサクと右ＭＦのセンドウという、フレッシュな一年生コンビがピッチの外側を駆

け回る。マンサクはミスも多かったが、左足での独特のリズムから繰り出されるパスとド

リブルで持ち味を発揮。センドウは動きの質にはまだ課題が残ったものの、全力でプレー

して守備で貢献。後がない米工は、後半さらに気合を高めて臨み、山東のディフェンスの

時間が長くなる。が、ペナルティエリアの前で山東ディフェンスが体を張って守ったり、

山東ＤＦの裏に蹴られる米工の長いボールを的確な判断でＧＫヤスが前に出てキャッチす

るので、決定的なチャンスは作らせない。ボールポゼッション率（ボール支配率）は前半

より悪かったものの、決定的なチャンスは後半の方が多かった印象。入学当初からコンタ

クトスキルに課題のあったメッツも、後半は成長した姿を見せ、守備で貢献。結局、追加

点は上げられなかったものの、ホームの大応援団を前に燃える米工を抑え切り、２－０で

試合終了。3回戦に駒を進めることができました。 

満身創痍の中、気迫あふれる米工に勝利することができたのは、価値ある勝利だと思い

ます。応援ありがとうございました。3回戦、名将ヌマシンこと大沼晋先生（山東サッカー

部前顧問）率いる楯岡高校戦も、応援よろしくお願いします2。 

10 月 30日（土） 選手権 3回戦 ＶＳ 楯岡高校 13：00～ ＠新庄神室産業高校Ｇ 

10 月 31日（日） 選手権準々決勝 ＶＳ 鶴工－蔵王の勝者 13：00～ ＠同上 

 

10 月 17 日（日）昼、昨年に引き続き、河川敷グラウンドで保護者会主催でいも煮会を

開催していただきました。里いもなどの野菜は、山川前保護者会長お手製のもの、こんにゃ

くは楢下の丹野こんにゃく番所から棚井さんが届けてくれたもの、そしてお肉は高橋畜産

（元気市場たかはし）3の蔵王牛。最高級のいも煮を、清野ＯＢ会会長、奥山副会長、後藤

報道局長とともに今年も美味しく頂きました。1 年生の一発芸に課題を残しましたが、食べ

物・飲み物は申し分のない素晴らしいものでした。ありがとうございました。このご恩は大

会での頑張りで返すのですよ、選手諸君！！ 

 
山形東サッカーＯＢ会ＨＰに掲載されていますように、以前山東で着ていた正副のユニ

フォームが、ユニフォームを欠いて困っていたアフリカのマダガスカル島の青年たちに届け

られました。ぜひＨＰをご覧になってみて下さい。山形東の文字がマダガスカルで躍動する

と思うと、不思議な気持ち、誇らしい気持ちになりますね！ 

                                                  
2 米工といい楯岡といい、今回の選手権は県新人のおさらいのような大会となりました。 
3 山東同窓会の幹事にして山東 3学年ＰＴＡ副委員長を務めていらっしゃる高橋さんが社長をされてい
ます。 
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